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50.唆会主勢よ緩穫の硬さが金身主主力へ及 iます効梁

0*よ迂人事、滋謀敏之 1‘惑a 広 1
j滋E自主総繁昌、 :ι 綴幾文章、事童 文子 3

白木 仁 3、下緩仁:土草.富永 盤 3

3筑波大学滋沫m:学芸英、立筑波大学

体務研究科、 3 筑波大学体務斜~系

竣会主挙ょが全身銭jJjニ影響を 3dますか苔かについて

は絞ーされた見解は得られていない e その原閣のーっと

して使紛された校合考委上綾麓の殺事者の濃いが革まえられる。

そこで今盟‘第 Jニ装鑑の紫事tと磁力との欝4援を検討した

ので警護fきした u 対象 iま顎ロ艶緩能に薬殺を認めず、後 f金

正常綬会?を有する大学アメリカンフットポー Jレ務災 15 

名で、方法 iま援さの契なるソフトタイプ〈バフアローキ土

袋クリアーマウス 1fード〉とハードタイプ (GC牧草話オ

ストロン〉のバイトプレート各装務時とま主義策基寺 iこバイ

オデックス(バイオデックス社製〉を潟 いて豹iき廷の線

総鏡、草1{iき鶴の対関長野における君事連役霊堂大筋力〈ピーク

トルク〉をifi!J定した@その結楽、角遺産 GOdag/ucT! ~~ 

S豪華堂島寺に比ぺ 2%以ょの溺定鑓のま銭却を認めたのは‘ Zぜ

{車 E護持でソフト、ハードタイプとも 6名、 S守趨鈎持 iまソ

フトで 5名、ハードで 8名であった‘録係接持 iまソフト

7名、ハード 6名‘綴顕臨時{立ソフト 7名、ハード e名
であった。 1宅途獲 180degl事。c で芸春滋繁華寺iこ比べ 2%以

上の溌D芝鍍の増加を認めたのは、お伶JJ.時でソフト 6名‘
ハードタイプとも 4名句 2守蕗磁器寺 i玄ソフトで 6名、ハー

ドで 8名であった。務伶緩終{まソフト 9:s、ハ- ~ 1 0 

名、緩題訟時 iまソフト 6名、ハード 8:sであった。その

うる綴縛議のソフトタイブ裟緩跨は統計学的!こ殺意蓋を

緩めた。以上から‘バイトプレート議案舎により 2%以、よ

銘力の増加する挙が多く、 10 %以よ滋加する惑をもみら

れた。しかし‘祭事すによる比絞では明らかな笈 iま認めら

れなかった φ
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